26

26 3 14







BB D4R EH]



プレゼンター
プレゼンテーションのノート

この炭素のみで構成される、カーボンナノチューブ、グラフェンは、現在、地上の材料の中でもっとも軽量かつ高強度な材料であり、三次元構造をもつダイヤモンドは、至上最高の硬度を持っています。

これらカーボン材料は、たとえばアルミニウムに比べ、はるかに凌ぐ硬度や強度、熱や電気の流れやすさの特性をもち、次世代の材料としての様々な製品への応用が期待されています。
カーボンナノチューブの応用だけでも約６，７００億円の市場が見込まれており、素材開発で技術的に高いポテンシャルをもつ我が国においては、これらカーボン材料を世界で先駆けて実用化することにより新たな市場を獲得することが重要であると考えております。
 
ただ、これらカーボン材料に共通の課題として、大量合成ができず高コストであり、いずれもナノ構造をもつ素材として扱いが難しく、まだ材料としての特性が安定しないことから、材料として利用することが未だ難しい点が挙げられます。
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Bubble Technology
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